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赤坂正提出論文内容要旨
 アルコール飲用によつて,意識や体活動が様々な変化をうけることは,臨床的に良(知られて
 いることであるが,このよう左臨床症状が、主としてアルコールの抑制作用に由来するものであ
 ることは,今日一般にみとめられている。しかしそれだけでは多彩な症状を説明するには充分で
 はない6アルコールの代謝的変化が,その効果を一層複雑にしていることも考慮されなければな
 弊腕従がつて・アルコ』ノレと・そσ)中蹴謝産枷)作駈比顧謂『ることは・複雑臨床
 症状を照明するひとつの有力な手掛りとして,意義あることX思われる。以下報告する研究内容
 は,ラット分離脳組織を用いた実験の成果であるが,アルコールとアセトアルデヒドの作用の相
 違点,正常ラットとアルコール習慣性ラットの態度の相違を中心として比較検討したものである。
実験方法
 被検動物は雑種成熟ラットで、これを正常群と,5%エタノール20～501nl連日投与した
 群に分けて実験を行なった。酸素消費はWarburg検圧計で測定した。実験順序を簡単に述べ
 ると,被検ラット断頭段,速やかに脳を剔出し,水冷下で脳皮質切片載坂,その湿重量50勿を
 計量,ガス置換〔飽和酸素),振曲調始,10分間平衡空振を行なった1灸測定を始め,測定開始
 俊50分目より刺激を開始、60分間刺激を継続して全実験を終了した。浮遊液の紬.成はグルコ
 ース加に氏R.P溶液で,これに香濃度エタノール,アセトアルデヒドを加えたものである。刺激
 '方法は,K刺激ω.予め0、1M.KGlを側室に用意し,測定開始後ろO分目に主室に添加して行左つ
 た。電気勅敷に使用した容羅はcon土oalelectrodevesselで,早坂の考案した刺激
 装置で刺激を行なった。
実験結果
 A.正常群(アルコール非投与群)
 1)エタノール。静止系ては720mMで始めて10%弱の呼吸抑制をみた。これに対して電
 気車轍系.そは,すでに180mMで約6%の押領irj効果が現われ,560皿Mで159棚.540mMで
 20%弱と漸増する。K刺激系の成績は電気刺激系のそれに略々匹敵し,その抑制度は560皿Mで
 10%強,5401nMで20%強,720∫nMでは50%強であった。以上の結果[はQuas、e!ら
 の成績と略々一致する。
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 2)アセトアルデヒド。静止系では8,7mMで50%弱の呼吸抑制を示した。一方電気刺激系
 の場合は,2,9mMでろ口%弱,5.81nMで50%強の抑制効1果をみ・たが,2.9皿Mではすでに
 刺激効果は殆んどみとめらわなかった。K刺激系では,1.5mMで10%弱,2、9mMでは23
 %,5,8mMでは24%の呼吸抑制を示した。ζれを刺激効果の上から検討すると1.5mMでは
 なむ90%の効果をみとめるが,2、9m}'1では30%弱に激減し,更に濃度を増しても刺激効果
 は50%程鶴に止まっている。エタノールでは濃度の増加につれて抑制効果も漸増すること』照合
 して,このアセトアルデヒドの態度は注目すべきことである。
 R.アルコール投与群。
 1)投与日数と呼吸の関1系。60～70日投与群と,ろOD～400日投与群の2群に大別し
 て対照と比較した。結果が区々であるために,明らかに有意であるとは云えないが,概・して長期
 投与灘で呼吸が低下する傾向がみられた。以下エタノール,アセトアルデヒドに関する実験は,
 5DO～4e口口投与群について行なったものである。',
 2)エタノール。こ玉で検討した濃度は,正常群で呼吸抑制の起る範囲内のものを選んだ。
 560mM,540mM・720mM,各濃度について検討したが,静止系,,両刺激系共1⊂殆んど呼吸
 抑制はみられなかった。この轟果は非投与群の成績と対照的である。
 5)アセトアルデヒド。静止系ては5.81ロMで俸かに抑制傾向をみた。電気刺激系では1.5mM
 で8%,2.9mMでは30%強の抑制効果を示したが,これに反して・K刺激系では,t5皿M・・
 2、9mM両濃度共に抑制効果を示さ飢このことは,アルコッレ投与群では正常群に比して,K効果がで
 ・冗(い〔正常群の5G～60%)ことに原因していることかも知れない。しかし電気刺激系とK
 刺激系との間に,このような効果の差違を生ずることは,両効果の宏態が明らかにされてい意
 い現段階では,説明することが難かし(,このことがアルコール慢性投与に特異的なものである
 と断定することもできない。いづれにしても,今後の研究課題として腕味疹.る知見である6
 以上の結果を報告し,従来の文献上の成績を参照しながら比較検討したが,結論を要約すれぱ,
 1)各実験を通じて,静止系で呼吸抑制を示さない低濃度のエタノール、アセ・トアルデヒドが,
 刺激系では明らかに抑制効果を示す。2)両刺激系共に,エタノールの場合は濃度の増加につ
 れて呼吸抑制も漸増するが,アセトアルデヒドでは,一定濃度で抑制効果は最大限に達し、以後
 濃度が増しても抑制度は殆んど変わらない。5)アルコール長期投与ラットの脳皮質呼吸は正常
 対照群に比して低下する傾向がある。同群のK刺激効果は正常群に比べ,かなり低い。電気刺激
 効果は殆んど変わらない。4)アルコール長期投与群では,かたり高濃度のエタノールによっ
 ても呼吸抑制は許こらない。
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審査 果
上
口
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添 の 嬰
 ゆ日
 著者は正常ラット沿よびアルコール習慣ラットの脳皮質呼吸に対するエタノール,アセトアル
 デヒドの効果を検討した。呼吸の測定にはWarburg検圧計を胴いている。
 静止系では抑制のおこらない低濃度のエタノール,アセトアルデヒドが,刺激系の呼吸を抑制
 することはすでに知られている。この抑制効果が,エタノ岬ヒでは濃度の増加につれて漸増する
 が,アルデヒドではある濃度で最高に達し,濃度がそれ以上になっても抑制の度合は同じレベル
 に止まっている。このことから,エタノールの抑制効果を,アセトアルデヒドの作用に帰する考
 えは是正されなければならない。
 正常ラットっ場合とことなり7アルコール投与ラットの脳皮質呼吸は,かなり高い濃度のエタ
 ノールによっても抑制され幸い。アセトアルデヒドでは・両群ともほぼ同様の抑制現象がおこる。
 刺激系でのこのような現象は・ある程度生体内で語こっている変化と結びついているであろうこ
 とは,従来の知見から予想されることである。そこで,この抑制効果の変化と、アルコール耐性
 を関越させて考えることも可能になる。そうすると,こ.の実験から,アルコール習慣ラットでは
 エタノールに対する耐性はできやすいが,アセトアルデヒド耐性はできにぐいという考えに到達
 する。勿,諭,ラットの個体差,耐・性産生のすすむ速度の違いによって,いろいろな結果の生ずる
 のもやむを得まい。,いずれにしても,エタノールとアセトアルデヒドでは,耐性のでき方がち
 がうということ,このことは又同じ細胞内でも,エタノーノレとアセトアルデヒドでは,イ乍用、点も
 作用機序もちがってくるといり考えに関連してくることである。
 著者の実験結果で興味ある第三の点は,アルコール投与ラットの脳皮質では,K効果がでにく
 いといラことである。K効果,電気刺戟効果ともに,脳の細胞膜が重要な役割を演ずるものと考
 えられている。したがってこのことから当然推量されることは,アルコールを慢性に投与すること'
 とによって,細胞膜にある種の変化(イォソ透過性その他)が薪こり、そしてこの変化した形質
 膜はすでに充分にK刺激に応じられなくなっているということである。しかし,それならば当然鰐
 電気刺激効果も変化を受けてよい筈である。この問題は,両効果の本態1が明らかにされぞいない
 現段階では説明困難であるD
 以上著者があげた知見は,アルコール摂取による複雑な臨床症状の分析や,アルコール耐性の
 解決に有力な手掛りあたえたものといえる。
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